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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

187.1kDa

C3C

ASP; C3a; C3b; AHUS5; ARMDY; CPAMD1; HEL-S-62p
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	応用
	抗原情報
	背景
	補体成分C3は、補体系の活性化において中心的な役割を果たします。その活性化は、古典的および代替的な補体活性化経路の両方に必要です。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってαサブユニットとβサブユニットに分解され、成熟タンパク質を形成します。そして、成熟タンパク質はさらに分解されて、多数のペプチド産物を生成します。C3aペプチドはC3aアナフィラトキシンとしても知られ、炎症を調節し、抗菌活性を有します。この遺伝子の変異は、ヒト患者における非典型溶血性尿毒症症候群および加齢黄斑変性症と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	C3CマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	C3C マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	C3C マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	C3C マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

